






























































































































































































学生数は，学群生（学部生）約 10,000 人中 32 人，











































































日時：2011 年 12 月 19 日
視察担当者：市川奈緒子，五十嵐元子（発達・教
育相談室相談員）
視察応対者：
・斎藤清二先生
保健管理センター教授
・西村優紀美先生
保健管理センター准教授
・吉永崇史先生
学生支援センター特命准教授
　トータルコミュニケーション支援室（現在は部
門となっている）は，この３人の先生方が中心に
なって立ち上げ，運営されてきた。
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　以下先生方からお聞きしたことの概要である。
　トータルコミュニケーション支援室は，以前は
ある意味何でも相談窓口として利用されている部
分があったが，現在履修登録の仕方等何でも気軽
に相談できる「なんでも窓口」が設けられたので，
コミュニケーションに困難を持つ学生への支援と
いうところにある程度特化した支援をする部門と
なっている。
　基本的に学生からの訴えから相談と支援が始ま
るが，発達障害的な傾向がかなり強く見られて
も，診断したり障害受容を迫ることはしない。ア
セスメントは重要だが，既製の知能検査等のもの
よりも，本人の話を聞いてそのひとがどのような
ことに困っており，それをどのようにとらえてお
り，どうしたいと思っているのかをショートス
トーリーにして共有していく。本人が「困ってい
ることがこうやったら困らなくなった」という
ショートストーリーを自ら作成する手助けをしな
がら，学生が自己理解していくことを支援する。
　それは，他の支援者との連携の際にも基本ライ
ンとしており，「このひとはこういう障害を持っ
ている」という説明ではなく，「このひとは２つ
以上のことを言われると混乱するひとです」等の
ショートストーリーで情報共有する。「障害」を
前面に出しても，そもそもひとによって障害の概
念が異なるため，理解に齟齬が起きてくる。むし
ろ，具体的な支援をともにおこないながら，成功
例を積み重ねていくことで，学生支援の連携体制
を構築していっている。
　支援と配慮に関しては，たとえば学生にとって
有効な支援が見つかったとき，教員にできる配慮
との摺り合わせをし，双方が納得し，共有できる
ような落としどころを見つけていくのも，この支
援室の仕事である。
　一般の学生が支援室をどのようにとらえている
のかについては今後調査の必要があるだろう。し
かし，相談に対する敷居はあまり高くないように
思える。困ったらここに行けばいいんだなという
ぐらいの認識ではないかと考えている。
　自分で発達障害を意識して，富山大学では支援
をしているから選んだという学生はまだ非常に少
ない。むしろ，大学入学後に問題が顕在化し，発
達障害が明らかになるケースの方がはるかに多い。
３．まとめ・感想
　障害をクリアにするよりも，学生支援の一環と
して，障害があるかもしれない学生，その周辺の
学生の支援をしていくという方向性，そして，支
援とは学生が自己理解しながら自己受容してい
く，その過程を支えていくことであるという姿勢
が貫かれているように思われる。また支援体制を
構築されてきた３人の先生方が非常に率直にお互
いの意見を述べている様子から，このシステムを
手に手を携えて作り上げてこられた苦難の大きさ
が見えたように感じられた。
おわりに
　筑波大学と富山大学の視察に行けたことは，非
常に有意義な経験であった。筑波大学が，障害の
ある学生と一般学生，支援学生を明確に位置づけ
て，ある意味「障害を自明のものとする」ところ
から出発し，そのことを全学的にどうとらえて共
有していくかというところから支援体制を構築し
てきたのに対し，富山大学は「障害がある」とこ
ろから出発することをやめ，どんな学生でも困っ
たら SOS を出せる体制作りと，学生自身が納得
できる自分のストーリーを作る（＝自己理解をし
ていく）ことを目指すところから支援を考えてき
た。
　ただ，これらは共通の，または重なった目的を
持つようにも思われる。つまり，どちらも「支援
を受けることが特別なことではない，恥ずべきこ
とでもハンディキャップになることでもない」と
いうことを明確化することを目指していることで
ある。そして，どちらも学生の主体性を支えるこ
とを柱としている点である。支援を受けることも
支援することにも主体的に取り組むこと，そして
障害のために損なわれそうな主体性を回復するこ
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と，そうした自分自身を理解して受け止めて生き
ていくこと…そういったことを大切にしながら構
築されてきたように考えられる。
　振り返って本学の学生支援はどうなのか。本学
の学生支援の伝統とよさを受け継いでいくことは
大切だが，他の大学の実践や思想を学び，比較検
討することで本学の学生の傾向や志向，そして本
学の学生支援が目指すべき方向性もよりクリアに
なるだろう。今後もそういったさまざまな学びが
全学的に目指されることを望みたい。
謝辞
　視察の際にお忙しいところ多大な時間を割いて
私たちの質問に丁寧にお答えいただいたり，学内
を案内してくださいました筑波大学と富山大学の
先生方に心から感謝いたします。ありがとうござ
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